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「キャンプの安全」を楽しく学ぼう

キャンプにおける安全の問題は重要であるがために、今までの安全教育は堅苦しく、
重々しく、楽しくないものでした。この安全の問題を楽しく学習し、安全の意識や知
識を高めることができないかと考え、この冊子を作成しました。
キャンプの安全が重要であっても、それを学ぶ方法は子どもの興味を引き起こし、

子どもにとって親しみやすい方が効果があがるでしょう。この冊子では、キャンプに
参加する子どもやキャンプリーダーが、ゲームや話し合いを通して、安全の問題を考
え、知識を得ることができるいくつかの手法を紹介しています。
前半は、イラストを見て潜んでいる危険要素を見つける「危険予知エクササイズ」

と、事故対応や危険回避の問題を皆で話し合う「リスクマネジメントエクササイズ」
を紹介しています。後半は、安全や応急処置に関するクイズや問題を紹介し、これを
素材にして「ビンゴゲーム」や「○×クイズ」等に活用してもらえるようにしていま
す。
「キャンプの安全」を楽しく学び、これを生かし、ひとりでも多くの人々が安全で

楽しいキャンプをすることができるよう願っています。
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危険予知エクササイズ

　危険予知エクササイズは、キャンプで想定されるいくつかの場面を取り上げ、その場面

にある危険を考えることによって、安全で楽しいキャンプを作り上げようとするものです。

最初はイラスト（絵）を見て、その中にある危険なところを一人でチェックしてみましょ

う。その次のページの解説を見ながら、仲間や家族たちと話し合って、安全キャンプのた

めの方法を確認しましょう。

　また、多くの子どもたちが集まって学習するときは、小グループに分かれて、グループ

を中心とした学習展開をすることができます。

《展開例》

①　イラストを見てその中の危険箇所を各個人で考える。

②　グループ内で順に個人の考えた危険箇所を発表し、重複するものは整理して、グルー

　　プ全体で何箇所になるかまとめる。

③　その中で最も危険性が高いと思われるのは何か、それは何故かを、グループで話し合

　　う。

④　各グループの整理した危険箇所と危険度の高いものを順に全体の前で発表していく。

⑤　全体として何が一番危険か、それを防ぐためには何が必要か、をグループや全体で考

　　える。

　ここでは「テント設営での危険」「野外料理での危険」の２つのイラストとその答えを

紹介しています。

日本キャンプ協会の「安全なキャンプのためにＰＡＲＴ４」では、

①　テント設営での危険

②　キャンプ場での危険（昼間･夜間）

③　野外料理での危険（総合編・燃焼器具編・調理器具編）

④　ハイキングでの危険

⑤　川遊びでの危険

⑥　海辺での危険

⑦　キャンプファイアーでの危険

　　等のイラストと答えを掲載していますのでご活用ください。

※　指導者資格をお持ちの方はホームページからダウンロードできます。
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問題例 １
【安全なキャンプのためにPART４より抜粋】

★テント設営での危険

　どこにどのような危険があるか考えてみよう！！

　楽しそうにキャンプをしています。いろいろなところにテントが張られていますが、事

故につながる危険な場所に張られたテントも見かけられます。

　危険なところに張られているのはどのテントで、どのような危険があるか、みんなで考

えてみましょう。
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★テント設営での危険　　ここが危ない！！

①　風が吹き抜ける場所にテントが張られている
テントが風が吹き抜ける場所に張ってあります。このように周囲に

風をさえぎるものがなく、吹きさらしになる場所では強い風が吹きや
すく、テントごと飛ばされる危険があります。また、夜間に強い風が
吹くとテントがパタパタと音をたて、一晩中寝られないということも
あります｡睡眠不足から体調を崩すことにもなりかねません｡
　このような危険や、健康を損なうことがあるので、風が吹き抜ける
場所にはテントを張らないようにしましょう｡
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②　崖の上にテントが張られている
テントが崖の上に張ってあります。崖はいつ崩れ落ちるかわかりません｡

崖崩れによりテントごと落下する危険があります。また、夜間に行動する
ときなど懐中電灯の明かりだけでは、足を踏み外して崖から転落する危険
もあります｡
崖の上にはテントを張らないようにしましょう｡

��������������������������������������������������

③　崖の下にテントが張られている
テントが崖の下に張ってあります。崖はいつ崩れ落ちるかわかりません。

崖崩れが起きると、土砂でテントごと押しつぶされてしまう危険がありま
す｡また、雨や風、ちょっとした振動などによって落石の危険もあります｡
崖の下にはこのような危険がありますので、テントは張らないようにし

ましょう｡
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④　河原や中州にテントが張られている
テントが河原や中州に張られています。河

原や中州は雨などで川が増水して、テントご
と流される危険があります。特に中州は晴れ
ているときは陸のように見えますが、いった
ん雨が降ると増水し川底となり、テントが流
される危険があります｡
１９９９年８月、神奈川県山北町を流れる玄倉川の中州で、キャンプしていたファミリーキャン

パー１８人が大雨で増水した川にテントごと流され、子どもを含めた１３人が亡くなりました。
川の中州は、川底と同じだと考え、テントは絶対に張らないようにしましょう｡
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⑤　木の下にテントが張られている
テントが木の下に張られています。木の下は安全のように思われ

ますが、雷の多い所では、木に落ちた雷の側撃を受ける危険があり
ます｡木のそばにテントを張るときには、木を地面から見上げる角度
が４５度以上の範囲内で、なおかつ、木の枝、葉、幹から最低４メ
ートル以上離れた場所が安全な場所といわれています。
また、木によっては、強風によって倒れたり折れたりすることに

よる危険もあるので注意しましょう｡



�

問題例 ２
【安全なキャンプのためにPART４より抜粋】

★野外料理での危険

　どこにどのような危険があるか考えてみよう！！

　キャンプで野外料理をするとき、日常ではあまり使用しない器具を使って料理を作るこ

とが多くあります。

　キャンプで手軽に便利に使われている器具でも、使い方を間違えると思わぬ事故につな

がる危険があります。この場面は燃焼器具を使用して、食事の準備をしているところです。

どこにどのような危険があるか、みんなで考えましょう。
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★野外料理での危険　　ここが危ない！！

①　テントの中でコンロを使用している
テントの中でコンロを使用しています｡密閉したテントの中でコンロ類を

使用すると、酸欠や一酸化炭素中毒、テント火災などの危険があります｡
テントの中ではコンロを使用しないようにしましょう｡特に七輪の使用は

厳禁です｡

②　河原にコンロを置いて使用している
コンロを河原に直接置いて使用しています｡夏の炎天下の河原や砂浜など

は、石や砂が直射日光で焼けて熱くなり、コンロのガスカートリッジが加
熱され爆発する危険があります｡
ガスカートリッジが直接加熱されるような場所ではコンロを使用しない

ようにしましょう｡

③　コンロで炭火を起こしている
コンロの上で炭の火起こしをしています｡コンロの上で炭や練炭などの火

起こしをすると、輻射熱でコンロ内のボンベが過熱して爆発する危険があ
ります｡
炭の火起こしにはガスコンロ等を使用しないようにしましょう｡

④　鍋がコンロを覆っている
コンロの上にのせてある鍋が、コンロを覆っており、風よけのために

周囲が囲まれてしまっています｡コンロが完全に覆われてしまうと、ガス
ボンベに熱がこもりボンベが過熱して爆発する危険があります｡
コンロを覆ってしまうような使用は避けましょう｡

⑤　火気の近くでコンロを使用している
火が燃えているかまどのすぐ側で、コンロを使用しています｡火気

からの輻射熱で、コンロ内のボンベが過熱して爆発する危険があり
ます｡
かまどに限らず火気のすぐ近くでのコンロの使用は避けましょう。

⑥　不安定な場所でコンロを使用している
積み上げた石の上でコンロを使用していますが、コンロが傾いています｡

このままでは、いつ滑り落ちるかわかりません｡コンロが滑り落ちると、や
かんや鍋で熱せられていた熱湯や煮物などが飛び散って火傷を負う危険が
あります｡
コンロは平らで安定した場所で使用しましょう｡

⑦　コンロを２台並べて使用している
鉄板焼をしていますが、鉄板の下を見るとコンロを２台並べて使用し

ています｡コンロを２台以上並べて使用すると、コンロ内に熱がこもりボ
ンベが過熱して爆発する危険があります｡
コンロを並べて使用することは絶対にしないようにしましょう｡
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★ＲＭＥのすすめ方

・進行役（リーダー）は問題
を読み上げ、参加者は自分
ならどうするかを考える。

・答えを選び、回答カードを
自分の前に裏返して置く。

・全員が置いたら進行役の合
図でいっせいにカードを表
にむける。　【第１次表示】

１ 　グループの人数の半数
以上が出した回答には、
各自に「多数意見チップ」
を、グループの中で１人
しか出さなかった回答に
は「少数意見チップ」を
与える。

２

　それぞれが、なぜその
回答を選んだのかを話し
合う。同じ回答でも人に
よって選択の理由が異な
ることが多いので、全員
が選択理由を話し合い情
報交換する。

３

　グループでの話し合い
で、グループとしてひと
つの回答にまとまるよう
に努力する。（どうしても
まとまらないグループは
その理由を後のグループ
発表の時に説明する。）

４

・グループでの話し合いを 15～20
分続けた後、進行役の合図で、も
う一度自分の回答をカードで表示
する。　【第２次表示】

・１回目の表示と同じでもいいし違
っていてもいい。１回目の表示か
ら変更になった人は「変心チッ
プ」をとり、その原因となった人
に「説得チップ」を与える。

５

　グループの話し合
いの経過と結果を全
体に発表しあい、他
のグループの判断や
考え方を知る。

６

　最後に進行役（リーダー）
は、ゲームの進行に関する
感想や、参加者の状況に関
する感想、チップの数や色
から考えられる特性等につ
いてコメントしまとめる。

８ 　全問題終了後、参
加者は自分の前のチ
ップの数や色を他の
人と比べ、その違い
や特徴を皆で話し合
い、自分の特性を知
る手がかりとする。

７
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≪事故対応・トラブル対応問題≫
◯登山中の雷鳴
　８月に中学生１０人を引率して登山中、上空は晴れているのだが遠くの空に雷雲（積乱

雲）の発生が見られ、遠くの方から雷鳴が聞こえてきた。しかしあと３０分ほど登れば頂

上に着く。そのときあなたは引率者としてどうしますか？

①　すぐに全員をつれて下山する。

②　上空は晴れているので、その場にしばらく止まり、

雲の変化や雷鳴の変化を慎重に観察してから、登

るか下山するかを決める。

③　上空は晴れており、雷鳴も遠いので、変化を慎重

に見ながら頂上をめざして進む。

◯テントの中の蚊
　みんなでテントで寝ていたところ、テントの中に数匹の蚊が入ってきて、寝つけない子

どもがでてきた。よく見るとテントが古いため数箇所に穴があいており、そこから蚊が入

ってきたことがわかった。そのときあなたはテントの中のリーダーとしてどうしますか？

①　蚊のいるところで寝るのもひとつの自然体験なの 　

で、そのままにしておく。

②　殺虫剤等を使って蚊を退治し、そのあと虫除けス

プレー等で蚊に刺されないようにして寝る。

③　みんなを起こしてテントの穴を調べ、蚊が入って

こないように応急処置をしてから寝る。
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解答：③
日本に生息する毒ヘビはマムシ・ヤマカガシ・ハブ等で、マムシは沖縄以外の日本全国の山地、田

畑、草地に生息している。しかし攻撃性は弱く積極的にヘビの方から攻撃してくることはまずない。
そのためヘビのいそうな所では、大きな音を出したり、声を出したりして人の存在を知らせることで、
ヘビは逃げていく。静かに歩いてヘビに近づいて驚かせると危険。ヘビは夜行性の生き物なので夜は
危険。

解答：③
スズメバチの巣に近づくと、まず２～３匹のハチが近づいてきて、身体にまとわりついて威嚇(いか

く)行動をする。これは巣が近くにありこれ以上近づくなというハチの警告で、これ以上巣に近づくと、
ハチの大群の攻撃に遭う可能性がある。このような偵察ハチの動きを見たら、それ以上巣に近づいて
は危険。

≪危険回避能力問題≫
◯ヘビに襲われないためには
　山の中をハイキング中、「マムシ注意！」の立て札が何ヶ所も立っている湿地帯に来た。

まわりにはヘビがいそうな草むらが多く、道はその中を通っている。

　そこであなたはヘビに襲われないためにどうしますか？

①　これ以上進むと危険なので、今来た道をもどる。

②　ヘビに気付かれないよう、足音をたてないで静

かに進む。

③　足をバタバタしたり、枝で草をたたいたりして大き

な音を出しながら歩いていく。

　　

◯スズメバチに遭ったらどうする
　ハイキングで山の中を歩いているとき、急にスズメバチが２～３匹飛んできて、身体に

まとわりつくように飛び回ってはなれない。いくら追い払ってもすぐに近づいてくる。

　こんなとき、あなたはこれ以上スズメバチの攻撃を受

けないためにどうしますか？

①　身体をできるだけ低くして、静かに歩いていく。

②　そこに止まって、身体を低くして、ハチが去る

のを待つ。

③　すぐに今来た道をもどる。
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〇×問題を使ったゲーム

★〇×サバイバルゲーム　　　　（広い場所があれば１００人以上でも可能）
Ａ：参加者全員に〇と×のカード�ボードなど�を持たせ立たせる。リー
ダーが問題を読み上げ、参加者が〇か×のカードをその場で表示
する。その後リーダーが正解を伝え、正解者は残り、不正解者は
その場に座っていく。何回かくりかえし、残った人間が少なくな
ったら、その人たちを紹介したり称えたり、賞品を与えたりする。

Ｂ：参加者の中央に線を書くかロープを張って、その
片方を〇ゾーン、片方を×ゾーンとして、参加者
にわかるよう明示する。リーダーが問題を読み上
げ、参加者は〇×どちらかのゾーンへ移動する。
その後正解を伝え、正解者だけが残り、正解者だ
けで次の問題に挑戦する。問題ごとに人間が減っ
ていくので適当なところで（Ａ）のように終わる。

★〇をさがせゲーム
　林や建物の中など一定の広さの範囲に、一問ずつ問題を書いた紙を２
０～３０枚隠しておく。各問題には必ず通し番号をつけておき、参加者
は自分で範囲内に隠された問題を探す。探した問題を解き、その答えが
〇のものだけ問題番号をメモしていく。
　時間を決めて集合場所へ戻ってきてもらい、答えが〇の問題をいくつ
見つけられたかで順位を決めたり、決められた数の〇の問題を早く集め
られた順に順位を決める。

★グループ対抗陣取りゲーム
　歩幅１歩分の長い線を等間隔で１０本くらいひいてお
く。その両側に各グループの参加者が向かい合って立ち、
リーダーが問題を読み上げるので全員一緒に問題を解く。
問題に正解した人だけが１歩相手の陣地に近づく。反対
に、不正解だった場合は、１歩下がる。（スタート地点
より後ろには下がらない。）途中、敵とぶつかりあうが
気にせず問題を解き続け、正解したら１歩進み不正解なら１歩下がりを繰り返す。
　どちらかのグループの誰かが先に相手陣地に到着したら、そのグループの勝ちとする。
もしくは、決められた問題数を終了した時点で、相手陣地へ到着した人数の多いグルー
プを勝ちとする。

11
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《キャンプ生活・活動編その１》

　１　　自然の中は雨が降るだけでも地形が変わってしまうことがあるので、

管理人や地元の人に危険な場所を聞いておく　　　　　　　　　　　　　　　○

　２　　キャンプ場で気分を盛り上げる為に、好きな音楽をラジカセで大きな

音で流すのはよい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

　３　　花火をするときは、キャンプ場のルールに従ってする　　　　　　　　　　　○

　４　　テントを設営する場所は、平地で乾燥しているところがよい　　　　　　　　○

　５　　水が近くにあると便利なのでテントは河原に立てるのがよい　　　　　　　　×

　６　　大きな木の下は涼しくてテントを立てるのに最もよい　　　　　　　　　　　×

　７　　夕食時のランタンは、少し離れたところに明るいのを置き、手もとに

暗いのを置くのが望ましい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　８　　テントの中ではガスランタンが明るくて便利　　　　　　　　　　　　　　　×

　９　　テントの中ではガスコンロは使わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

１０　　テントの中では火災の原因にもなるため蚊取り線香は使わない　　　　　　　○

１１　　寝るときは刃物は出しっぱなしにしないでテントにしまう　　　　　　　　　○

１２　　テントの中に雷は落ちないので安心だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

１３　　テントは乾燥させて撤収するのがよいので、火の近くで乾かすとよい　　　　×

１４　　雷が鳴っているとき、木のすぐそばで雨宿りをするのは危険である　　　　　○

１５　　金属を身につけていなければ雷は人体に落ちることはない　　　　　　　　　×

１６　　ナタやのこぎりを使うときは両手に必ず軍手をする　　　　　　　　　　　　×

１７　　刃物は、よく切れないぐらいが丁度よい　　　　　　　　　　　　　　　　　×

１８　　刃物を持っているときは、他のものに気をとられないで、あわてないで

ゆっくり切ることが大切である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

１９　　ナイフで木を削るときには、刃を自分の方に向けて削る方がよい　　　　　　×

２０　　刃物は使い終わった後、すぐ使う機会があるのでそのまま置いておいても

大丈夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
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３択問題を使ったゲーム

★３択問題サバイバルゲーム
　参加者全員に１・２・３の番号カード�ボード�を持たせ立

たせる。リーダーが問題を読み上げ、全員が答えの番号カ

ードをその場で表示する。リーダーが正解を伝え、正解者

は残り、不正解者はその場に座っていく。何回かくりかえ

し残った人間が少なくなったら、その人たちを紹介したり、

称えたりする。

★グループ対抗３択ゲーム
　４～５人のグループをつくり、全参加者に１・２・３の番号札�カードまたはボー

ドでもよい�を配る。

　リーダーは問題を読み上げ、参加者はまず個人でその答えを考え、合図で同時に番

号札を挙げる。グループ内で答えが分かれた時は、グループで話し合い、グループと

しての答えを決める。そのあとグループごとに一斉に解

答の番号札を表示する。

リーダーは正解を発表し、正解のグループに得点や正解

チップを与え、その正解数で順位を決める。

★安全ビンゴゲーム
　参加者は各自の紙にたてよこ４×４の１６マス、又は５×５の２５マスを作り、そ

の中に１～１６または１～２５の数字をランダムに書き入れる。

　１～１６または２５までの通し番号をつけた問題を用意しておき、問題をクジで選

んだり、参加者に選んだりしてもらう。問題の解

答をみんなで考え、正解を発表する。正解者はそ

の問題番号に〇をつけていく。〇がタテ・ヨコ・

ナナメ４つ又は５つそろったらビンゴとなる。ビ

ンゴになる早さだけでなく、１６問又は２５問全

部終わった時に、何列できたかで順位を決める。

※このゲームは３択問題だけでなく、〇×問題を使ってでもできる。
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 　　　　　　　　　　　　キャンプが人を育てます。
　

キャンプは遊び。でも、人生に必要な遊びがたくさん学べる遊びです。

●自然そのものが
　もたらしてくれる学び
　自然の中は、人間の五感に働きかける不思
議な刺激で満ちています。これらの刺激は、
私たちの感動や驚き、知的好奇心や探究心を
喚起させてくれます。そして直接実物を見た
り聞いたり、触れたりする経験は、知識を本
当の意味での知識として定着させることに役
立ちます。

●集団による活動・共同生活が
　もたらしてくれる学び
　キャンプにおける小グループでの生活や活
動は、一人ひとりが自主的・主体的に行動し
協調性のある態度や行動をとることが求めら
れています。キャンプは、他者との深い交流
の中で信頼感を育て、より良い人間関係のあ
り方を学ぶ機会を提供してくれます。

●自然の中での生活や活動が
　もたらしてくれる学び
　自然に対する理解は、日常生活における環
境保全や自然愛護への積極的な態度を培いま
す。また、自然の中での素朴な生活や活動は、
向上心や想像力を育むことにつながり、キャ
ンプで得た知識や技術は、危険を回避し安全
を確保する能力、自らの安全は自らが守ると
いう意識を高めます。

●新しい体験が
　もたらしてくれる学び
　キャンプでの普段味わうことのできない新
鮮な活動は、これまで気が付かなかった自己
の長所や能力を発見し、短所を知る機会とな
ります。そして、自然を活用した楽しく新鮮
な活動は、生涯にわたって余暇活動を行うた
めの新たな興味・関心を喚起し、健全で豊か
なライフスタイルの形成にも役立ちます。
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